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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第46期
第３四半期
連結累計期間

第47期
第３四半期
連結累計期間

第46期

会計期間
自　2018年４月１日
至　2018年12月31日

自　2019年４月１日
至　2019年12月31日

自　2018年４月１日
至　2019年３月31日

売上高 (千円) 6,989,385 6,897,355 9,447,479

経常利益 (千円) 503,538 289,711 679,209

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 280,211 179,683 401,745

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 280,211 179,683 401,745

純資産額 (千円) 3,073,597 3,994,610 3,195,130

総資産額 (千円) 4,330,729 5,163,913 4,414,448

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 59.49 35.21 85.29

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － 34.83 －

自己資本比率 (％) 71.0 77.4 72.4
 

 

回次
第46期
第３四半期
連結会計期間

第47期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　2018年10月１日
至　2018年12月31日

自　2019年10月１日
至　2019年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 20.37 0.99
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第46期及び第46期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、新株予約権の残高はありますが、当社株式は非上場であったため、期中平均株価が把握できませんでし

たので記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

 当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

また、当社グループは、飲食事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しております。

 
(1) 経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の向上や雇用・所得環境の改善を背景に景気は緩や

かな回復基調が続いておりますが、米中貿易摩擦の長期化や中国経済の減速懸念、英国のＥＵ離脱、中東地域を中

心とした地政学リスクの高まり等世界経済に及ぼす影響により、依然として不透明な状況が続いております。

　外食産業におきましては、天候を起因とする原材料費の高騰や人手不足を背景とした人件費の上昇、また、９月

以降の相次ぐ自然災害による休業・営業時間の短縮と消費者としての心理的影響、10月からの消費増税の影響によ

る節約意識の高まり等によって、引き続き厳しい経営環境が続いております。

　このような環境の下、当社グループといたしましては、「お客様に食を通じて感動を提案するエンターテイメン

トレストラン」という不変的な考えのもと、ステーキハウスとしての品質とお値打ち感のある商品を提供してまい

りました。当第３四半期連結会計期間におきましては、10月12日に静岡県に上陸しその後関東地方に大きな被害を

もたらした台風19号により、関西地方及び三重県を除く店舗が同日は休業いたしました。また、東松山店において

は12月27日に営業再開するまで約２か月半かかり、これらにより当社の収益に大きな影響を及ぼしました。しか

し、このような外的要因のなか、各種フェアを行い、10月以降遠のいていたお客様を呼び戻す効果が出てきており

ます。

　当第３四半期連結会計期間における店舗展開につきまして、当社においては、2019年11月に直営店「ステーキの

あさくま浜松船越店」（静岡県）の新規出店を行い、また、マネジメントの効率化のため３店舗を閉鎖した結果、

期間末現在の店舗数は、直営店が62店舗となり、ＦＣ店６店舗を加えて68店舗となりました。連結子会社の株式会

社あさくまサクセッションにおいては、出退店を行わなかったため、「ファーマーズガーデン」４店舗、「モツ焼

きエビス参」８店舗、「オランダ坂珈琲邸」４店舗、インドネシア料理「スラバヤ」２店舗の18店舗（すべて直営

店）のままで、これらの結果、当社グループの総店舗数は86店舗（ＦＣ店６店舗を含む）となりました。

　以上の結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間における業績は、売上高が6,897,355千円（前年同期比

1.3%減）、営業利益が273,527千円（前年同期比42.3%減）、経常利益が289,711千円（前年同期比42.5%減）、親会

社株主に帰属する四半期純利益が179,683千円（前年同期比35.9%減）となりました。

 

(2) 財政状態の状況

(資産)

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて749,465千円増加し、5,163,913千円

となりました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べて514,568千円増加し、3,247,314千円となりました。これは主に、増資等

により現金及び預金が364,693千円増加したことによるものです。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて234,896千円増加し、1,916,598千円となりました。これは主に、新規出

店に伴い有形固定資産及び差入保証金がそれぞれ175,798千円、41,243千円増加したことによるものです。
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(負債)

　当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べて50,014千円減少し、1,169,302千円

となりました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べて75,787千円減少し、1,054,319千円となりました。これは主に、納税によ

り未払法人税等が107,048千円減少したことによるものです。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて25,772千円増加し、114,983千円となりました。これは主に、資産除去債

務が29,205千円増加したことによるものです。

 
(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて799,479千円増加し、3,994,610千円

となりました。これは主に、有償増資により資本金及び資本剰余金でそれぞれ336,375千円増加し、親会社株主に帰

属する四半期純利益を179,683千円計上した反面、配当金の支払により52,954千円減少したことによるものです。

この結果、自己資本比率は77.4%（前連結会計年度末は72.4%）となりました。

 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題事項はありません。

 
(4) 経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 
(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 18,800,000

計 18,800,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2019年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,295,420 5,330,420
 東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株で
あります。

計 5,295,420
 

5,330,420
 

― ―

 

（注）１.2020年１月１日から2020年１月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が35,000株増加

　　　　しております。

     ２.「提出日現在発行数」欄には、2020年２月１日から本四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

　　　　発行された株式数は含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

　　2019年12月31日 ― 5,295,420 ― 851,375 ― 597,925
 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2019年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   2019年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

52,928 ―
5,292,800

単元未満株式
普通株式

― ―
2,620

発行済株式総数 5,295,420 ― ―

総株主の議決権 ― 52,928 ―
 

 
② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2019年10月１日から2019年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任大有監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,328,255 2,692,949

  売掛金 279,867 323,489

  原材料及び貯蔵品 58,969 92,541

  その他 66,585 139,524

  貸倒引当金 △930 △1,190

  流動資産合計 2,732,746 3,247,314

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 809,199 884,512

   その他（純額） 283,644 384,130

   有形固定資産合計 1,092,844 1,268,642

  無形固定資産   

   のれん 27,191 14,186

   その他 8,832 9,646

   無形固定資産合計 36,023 23,832

  投資その他の資産   

   差入保証金 498,446 539,689

   その他 56,721 86,767

   貸倒引当金 △2,335 △2,335

   投資その他の資産合計 552,832 624,122

  固定資産合計 1,681,701 1,916,598

 資産合計 4,414,448 5,163,913
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 587,330 596,551

  未払法人税等 108,742 1,693

  賞与引当金 24,000 21,019

  その他 410,033 435,053

  流動負債合計 1,130,106 1,054,319

 固定負債   

  資産除去債務 62,510 91,716

  その他 26,700 23,267

  固定負債合計 89,210 114,983

 負債合計 1,219,317 1,169,302

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 515,000 851,375

  資本剰余金 592,071 928,446

  利益剰余金 2,088,058 2,214,788

  株主資本合計 3,195,130 3,994,610

 純資産合計 3,195,130 3,994,610

負債純資産合計 4,414,448 5,163,913
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

売上高 6,989,385 6,897,355

売上原価 2,875,921 2,790,596

売上総利益 4,113,464 4,106,758

販売費及び一般管理費 3,639,495 3,833,231

営業利益 473,968 273,527

営業外収益   

 受取利息 132 137

 協賛金収入 20,358 15,741

 その他 13,265 2,223

 営業外収益合計 33,756 18,102

営業外費用   

 和解金 800 1,020

 貸倒引当金繰入額 2,335 －

 その他 1,050 898

 営業外費用合計 4,186 1,918

経常利益 503,538 289,711

特別利益   

 投資有価証券売却益 － 5,999

 特別利益合計 － 5,999

特別損失   

 固定資産売却損 － 291

 減損損失 27,597 －

 店舗閉鎖損失 － 1,846

 特別損失合計 27,597 2,137

税金等調整前四半期純利益 475,941 293,573

法人税、住民税及び事業税 182,279 95,829

法人税等調整額 13,450 18,060

法人税等合計 195,729 113,889

四半期純利益 280,211 179,683

親会社株主に帰属する四半期純利益 280,211 179,683
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

四半期純利益 280,211 179,683

その他の包括利益   

 その他の包括利益合計 － －

四半期包括利益 280,211 179,683

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 280,211 179,683
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【注記事項】

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
 至　2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
 至　2019年12月31日）

減価償却費 119,612千円 121,577千円

のれんの償却額 20,979千円 13,004千円
 

 

(株主資本等関係)

　前第３四半期連結累計期間(自　2018年４月１日　至　2018年12月31日)

該当事項はありません。

 
　当第３四半期連結累計期間(自　2019年４月１日　至　2019年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年11月８日取
締役会

普通株式 52,954 10.00 2019年９月30日 2019年12月10日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 
　３．株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　　株主資本の著しい変動

当社は、2019年６月27日に東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ(スタンダード)市場に上場いたしました。上場にあた

り、2019年６月26日を払込期日とする公募（ブックビルディング方式による募集）による新株式の発行500,000株

により、資本金及び資本剰余金がそれぞれ287,500千円増加しております。

また、2019年７月26日を払込期日とする第三者割当増資（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第

三者割当）による新株式85,000株の発行により、資本金及び資本剰余金がそれぞれ48,875千円増加しておりま

す。

これらの結果、当第３四半期連結会計期間末における資本金は851,375千円、資本剰余金は928,446千円となっ

ております。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループの事業セグメントは、飲食事業のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメント情報

の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益 59円49銭 35円21銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 280,211 179,683

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

280,211 179,683

普通株式の期中平均株式数(株) 4,710,420 5,103,201

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ― 34円83銭

（算定上の基礎）   

　親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千円） ― ―

普通株式増加数(株) ― 55,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

 
―

―

 

(注) １．前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するも

のの、当社株式は非上場であったため、期中平均株価が把握できませんので、記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第47期（2019年４月１日から2020年３月31日まで）中間配当について、2019年11月８日開催の取締役会において、

2019年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしまし

た。

（イ）配当金の総額　　　　　　　               52,954千円

（ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　 　　 10円00銭

（ハ）支払請求権の効力発生日及び支払開始日　2019年12月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年２月７日

株式会社あさくま

取締役会  御中

　

有限責任大有監査法人
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 坂　　野　　英　　雄 ㊞

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 武　　井　　浩　　之 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社あさく

まの2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(2019年10月１日から2019年12月

31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社あさくま及び連結子会社の2019年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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